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ఆ　ྫ　会

可
決

　ொ௕͔ΒఏҊされͨ議Ҋ౳は��݅でɺ
ฏ੒��೥౓֤会ܭ༧ࢉʢ̒会ܭʣ́ ͔৚
ྫͷ੍ఆɾվਖ਼ɺิ ਖ਼༧ࢉɺਓࣄҊ݅な
ͲΛ৹議͠ɺ��議ҊՄܾ͠ɺ̍ 議Ҋ൱ܾ
ͨ͠。
ఆྫ会ではɺԆ΂��ਓͷํʑが๣ࠓ　
ௌされͨ。

第１回定例会
（３月12日〜19日ʣɹຊ೥౓は、ӳݕޠఆྉのิॿۀࣄの

԰ֶशक़、;Δ͞とक़の͞ࢠࣉ΍ࢪ࣮

ΒͳΔॆ࣮、੉ࢢށとのখֶੜのަྲྀ

ͳͲをॳΊ、ϗʔϜϖʔδのϦχۀࣄ

ϡʔΞϧ΍஍Ҭ঎ࣾઃཱにΑΔ஍Ҭࢿ

しͨ঎඼։ൃ΍ൢ࿏֦େͳͲ͔׆をݯ

ਓͮ͘Γ΍ྗ׆の͋Δまͪͮ͘Γ͕ظ

଴͞ΕΔொのݱঢ়を౿ま͑ͨ༧ࢉͰ͋Δ。

೥౓ͷಛ௃ࠓ

ฏ੒��೥౓
Ұൠ会ܭ༧ࢉ

可
決
可
決
可
決
可
決������ԯԯ��������������������������������ສԁສԁສԁສԁສԁ૯

ֹ
૯
ֹ

未来に誇れるまちづくりを

օさΜ͔Βͷ੫ۚ
��ԯ����ສԁ

օさΜ͔Βͷ੫ۚ
��ԯ����ສԁ

ຽੜඅ
��ԯ���ສԁ

ຽੜඅ
��ԯ���ສԁ

஍ํަ෇੫
��ԯ����ສԁ

஍ํަ෇੫
��ԯ����ສԁ

૯຿අ
��ԯ����ສԁ

૯຿අ
��ԯ����ສԁ

අ࠴ެ
�ԯ����ສԁ

අ࠴ެ
�ԯ����ສԁ

౔໦අ
��ԯ����ສԁ

౔໦අ
��ԯ����ສԁ

ҭඅڭ
�ԯ����ສԁ

ҭඅڭ
�ԯ����ສԁ

Ӵੜඅ
�ԯ����ສԁ

Ӵੜඅ
�ԯ����ສԁ

೶ྛਫۀ࢈අ
�ԯ����ສԁ
೶ྛਫۀ࢈අ
�ԯ����ສԁ

議会අ
�ԯ���ສԁ
議会අ
�ԯ���ສԁ

঎޻අ
����ສԁ
঎޻අ
����ສԁ

ফ๷අ
����ສԁ
ফ๷අ
����ສԁ

ͦͷଞ
����ສԁ
ͦͷଞ
����ສԁ

Βͷิॿ͔ۚݝ
�ԯ����ສԁ
Βͷิॿ͔ۚݝ
�ԯ����ສԁ

Βͷิॿ͔ۚࠃ
��ԯ����ສԁ
Βͷิॿ͔ۚࠃ
��ԯ����ສԁ ྉɾख਺ྉ༺࢖

�ԯ����ສԁ
ྉɾख਺ྉ༺࢖
�ԯ����ສԁ

෼୲ ɾۚෛ୲ۚ
����ສԁ
෼୲ ɾۚෛ୲ۚ
����ສԁ
ͦͷଞ
�ԯ����ສԁ
ͦͷଞ
�ԯ����ສԁ

֤छަ෇ۚ �ԯ���ສԁ֤छަ෇ۚ �ԯ���ສԁ

आೖۚ
�ԯ����ສԁ

आೖۚ
�ԯ����ສԁ

ೖࡀ

Ұൠձܭ
ೖΔ͓ۚ

��ԯ����ສԁ

ग़ࡀ
ग़Δ͓ۚ
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໰ʢத઒議һʣ
;Δさͱೲ੫だがࠓ೥౓େ෯な૿ֹ

ʢ���ສԁˠ����ສԁʣになͬͯいΔが。

౴
ʢまͪ ͮ͘ Γ՝௕ʣ
ϗʔϜϖʔδのೲ੫αΠτͰਃし

ԽڧΈ͕;͑て͖ていΔ。औΓ૊Έをࠐ
してೲ੫ֹを;΍してい͖ͨい。

໰ʢେ৿議һʣ
Έͱͷ͜ͱࠐݟਓॅຽ੫は૿Ճͷݸ

だがࣾ会తཁҼͷਓݮ૿ޱはؔͯ͠܎い
Δ͔。

౴
ʢ੫຿՝௕ʣ
ਓޱはݮগ޲܏に͋Δ͕ೲ੫ٛ຿

者͚ͩをݟΔとඇ՝੫のํ͕՝੫にͳΔ
έʔεͳͲ͋Γ、શମతに৳ͼていΔ。

໰ʢү໺議һʣ
な͚れ͹ӡ͠ߦΛൃ࠴ࡦ੓ରࡒ࣌ྟ

Ӧは͠ݫいͷ͔。

౴
ʢ૯຿՝௕ʣ
ී௨ަ෇੫のΈͰはࡒ੓ӡӦはݫ

しいと͜Ζͩ。Ͱ͖Δ͚ͩआΓͳいΑ͏
にしてい͖ͨいと͏ࢥ。

໰ ʢ෱Ӭ議һʣ
๏ਓ੫が৳ͼͯいΔがؐ෇ۚもൃੜ

ͯ͠いΔ。๏ਓͷؾܠۀاঢ়ଶはͲ͏ߟ
͑ͯいΔ͔。

౴
ʢ੫຿՝௕ʣ
のいいձࣾとͦ͏Ͱͳいձࣾؾܠ

͕͋Δ。ؐ෇ۚはݸผの๏ਓのܾࢉをݟ
ΔのͰ、Ͳ͏してもൃੜすΔঢ়ͩگ。

໰ʢ෱Ӭ議һʣ
ަ෇੫が৳ͼͯいΔ。ͦͷཁҼは。

౴
ʢ૯຿՝௕ʣ
೥౓、๏ਓ੫ׂのա೥౓ؐ෇͕ࡢ

ੜ͡、ج४ࡒ੓ऩೖֹ͕ݮগすΔ͜とに
ͳΔ。ݸผࢉఆܦඅに͓͚Δݮগ෼と、
੓धཁֹのࣾձอোඅ͕େ෯ͳ૿ࡒ४ج
とͳΓ、ͦの෼Ͱ૿ՃとͳΔ。

໰ʢᖛ⃻議һʣ
଺ೲ໰୊にͭいͯฏ౳ੑ͔Βͯ͠Ͳ

͏ͱΒ͑ͯいΔ͔。

౴
ʢ੫຿՝௕ʣ
଺ೲにͭいては、࢈ࡒௐؚࠪΊて

଺ೲॲ෼౳、ݫし͘してい͖ͨい。ੜ׆
ඞཁͳํは૬ஊをड͕ݐ࠶׆౳Ͱੜځࠔ
͚ͳ͕Βօ༷͕ೲ੫Ͱ͖Δͮ͘ڥ؀Γに
౒Ίてい͖ͨい。

໰ʢલా議һʣ
஍Ҭ͓͜͠ୂྗڠใঈඅͷ಺༰はԿ͔。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
ொͰ౎ॅࢢຽをड͚ೖΕ、஍Ҭ͓͜しୂྗڠһ

としてҕ৤し、೶ྛਫۀ࢈をは͡Ίॅຽのੜࢧ׆ԉ
ͳͲの֤छ஍Ҭ׆ྗڠಈにैࣄしてもΒいͳ͕Β、
ொ΁のఆॅɾఆணをਤΔものͰ、ࠓ೥�໊ҕ৤すΔ
༧ࢉͰ͋Δ。

໰ʢத઒議һʣ
;Δさͱೲ੫ϙʔλϧαΠτ࢖༻ྉ���ສԁͷ

಺༰Λ͏࢕。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
ϗʔϜϖʔδ্のいΖΜͳαΠτ͕ ͋Δ。��೥౓は、

ʮָఱʯ΍ʮϠϑʔʯのαΠτを׆༻し、;Δ͞ とೲ੫の૿Ճ
を໨ࢦす͕、��ˋఔ౓のख਺ྉ΍ࣄ຿අをܭ し্ていΔ。

໰ʢେ৿議һʣ
ிࣷΤϨϕʔλʔઃஔࣄ޻ઃܭҕୗだがͲͷよ

͏なܗで͜れだ͚ͷ༧ࢉがཁΔͷ͔。

౴
ʢ૯຿՝௕ʣ
৔、ޙࠓઃのόϦΞϑϦʔԽを໨తとしてࢪڞެ

ॴをݕ౼すΔ͕ٞ৔͔Β֎Εͨと͜ Ζ͔Β�֊まͰ্͕
Δものを͑ߟていΔ。��ਓ৐Γ͙ ΒいͰݯࡒは஍ํ࠴
を׆༻し、��೥౓にઃܭして��೥౓ࣄ޻にͳΔ。

໰ʢ஛ຊ議һʣ
஍ํ૑ੜで೥౓によりՃ଎ܕɺਪਐઌܕߦͱม

Խが͋Δ。͜ͷۀࣄはɺいͭまでଓ͘ͷ͔。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
ظ࣌஍ํ૑ੜのަ෇ۚにؔすΔ໊শをͦの͕ࠃ

に͓いてมߋしていΔ。まͪ ɾͻとɾし͝ と૑ੜਪਐ๏
をͭ͘ ͬて͓Γ、๏཯͕͋ΔݶΓۀࣄは͋Δ。

໰ʢ෱Ӭ議һʣ
஍Ҭ঎ࣾӡӦิॿۚͱࢧԉۀ຿ҕୗྉだがɺ஍

Ҭޏ༻૑଄ڠ議会がղফされͯൃలͨ͠ܗなΒ͹ɺ
͜ͷ࢟はͲ͏い͏もͷなͷ͔。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
຿ҕୗ౳はொ͔Βίϯαϧにҕୗしてӡۀԉࢧ

ӦのΞυόΠε౳を͓ئいすΔものͰ、஍Ҭ঎ࣾӡ
Ӧิॿۚは஍ํ૑ੜのͳ͔Ͱ、ொのັྗをൃ৴しͨΓ、
຿をۀ٬をਤΔ౳のू、し༺׆৔を޿ڷのޥとڕۚ
ॿۚͰ、ձࣾの֓ཁは一般ࣾஂ๏ਓとしてઃิ͏ߦ
ཱを͑ߟていΔ。

ओͳ࣭ ʢٙࡀೖʣओͳ࣭ ʢٙࡀग़ʣ

˔·ͪͮ Γ͘ɹ˔௃੫

௨ɹのͨΊʹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ��ԯ����ສԁަڞެ˔

総 務 費
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໰ʢߥ໦議һʣ
੉ࢢށͱͷަྲྀۀࣄͱは。

౴
ʢֶ校ڭҭ՝௕ʣ
஍ҬのϦʔμʔをҭ੒すΔ໨తͰ֤খֶ校

͔Β୅ද�໊、໊�ܭͰ�ധ�೔をߟ て͑いΔ。

໰ʢү໺議һʣ
ಛผࢧԉڭҭࢧԉһだがਓ਺も௞ۚも૿

͑ͯいないよ͏だが。

౴
ʢڭҭ௕ʣ
ֶ校とも૬ஊして�校��໊Ͱྃղをいͨ

ͩいていΔ。

໰ʢᖛ⃻議һʣ
খֶੜͷަྲྀۀࣄがなͥ੉ࢢށなͷ͔。

౴
ʢֶ校ڭҭ՝௕ʣ
。ఆͳͲަྲྀ͕͋Δڠࡂ໘΍๷ޫ؍、ࡏݱ

。ͨ͑ߟҭ໘Ͱަྲྀ͕出དྷͳい͔とڭ

໰ʢ෱ຊ議һʣ
࣌Ұܕ૯຿අͷҕୗྉͷ༮ஓԂࢱಐ෱ࣇ

༬͔りۀࣄҕୗඅͷ૿ՃཁҼはԿ͔。

౴
ʢࢠҭてࢧԉ՝௕ʣ
��೥౓ΑΓ௕ऱ༮ஓԂとͻまΘΓ༮ஓԂ͕

ೝఆ Ͳ͜もԂにҠߦし、྆ԂͰ༬͔ΔࢠͲものҕ
ୗྉとい͏͜ とͰ、େ෯に૿ֹとͳͬ ていΔ。

໰ʢ஛ຊ議һʣ
ຽੜඅͷҰൠݯࡒが����ສԁも૿͑ͯ

いΔ。Ͳͷよ͏なཁҼΛࠐݟΜでɺຽੜඅͷ
༧ࢉが૿͑ͨͷ͔。

౴
ʢ෱ࢱอ݈հޢ՝௕ʣ
ো֐෱ࢱαʔϏε、ࣇಐ΁のαʔϏε、

োࢧཱࣗ֐ԉ、ো͕いࣇの௨ॴαʔϏε౳͕
૿ՃཁҼͰ͋Δ。

౴
ʢࢠҭてࢧԉ՝௕ʣ
௕ऱ༮ஓԂとͻまΘΓ༮ஓԂ͕ೝఆ͜Ͳ

もԂにͳΓ、ࢪઃڅܕ෇අに্৐ͤ͞ΕΔのͰ、
͕ͦ͜૿͑ΔཁҼにͳΔ。

໰ʢେ৿議һʣ
௚͠はɺԿ೥ݟըͷܭྊ௕ण໋Խमસڮ

に�ճ͏ߦͷ͔͏࢕。

౴
ʢݐઃ՝௕ʣ
લճ、௕ण໋Խܭըを��೥�݄にࡦఆし

ていΔ。ͦのޙ、๏཯のվ正Ͱ�೥に�౓の఺
Βۙ઀͔ࢹ๏もԕํ໨ํݕまͬͨ。఺ܾ͕ݕ
໨ࢹにͳͬていΔ。

໰ʢ஛ຊ議һʣ
ொಓͷ੺ాɾ্ԭऱઢはͲ͔͜ΒͲ͜ま

でΛͯ͑ߟいΔ͔。

౴
ʢݐઃ՝௕ʣ
ۄಓ௕ऱɾݝΒ͔ޱは、໊ੴ඿のೖࡏݱ

໊ઢまͰ͕ڙ༻͞ΕていΔ͕、͔ͦ͜Βকདྷ
తとͳΔと、ͦのまま๺に্͕Γ、ߥඌを௨
ͬて���߸ઢまͰଓ͘Α͏ٞڠしてい͘。

໰ʢᖛ⃻議һʣ
ಓ࿏৽ઃվྑでಓ࿏վྑࣄ޻が্ܭされ

ͯいΔがɺよ͚ͷ্がףਫͨ͜͠ͱはないͷ͔。

౴
ʢݐઃ՝௕ʣ
。は೺Ѳしていͳい֐ਫにΑΔඃף

ҭڭͲ΋のࢠ˔

˔ੜֶ֔श

˔จԽɾεϙʔπのৼڵ

ɹのͨΊʹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ �ԯ����ສԁ

教 育 費

˔஍Ҭ༏ྑ௞ିॅ୐

˔ಓ࿏

࿷ߓ˔

Լਫಓڞެ˔

ɹのͨΊʹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ��ԯ����ສԁ

土 木 費

ԉࢧҭͯࢠ˔

�ಐࣇ˔
ɹऀྸߴɹ෱ࢱ�
ɹোऀ֐

ɹのͨΊʹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ��ԯ���ສԁ

民 生 費民 生 費
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໰ʢத઒議һʣ
���৔ͷ২෺؅ཧҕୗඅが޿ڷͷޥͱڕۚ

ສԁ͔Β���ສԁにԼがͬͨがཧ༝Λ͏࢕。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
。ͳͬていͨ͘ߴ໦ႩఆͰߴ೥はࡢ

໰ʢ෱ຊ議һʣ
೶ۀৼڵで୲いखҭ੒ࢧٸۓԉิۀࣄॿ

ۚͷෛ୲ׂ߹は。

౴
ʢ೶ྛਫ࢈՝௕ʣ
。Ͱ͋Δۀࣄのิॿ͕͋Γ���Ҏ಺のݝ

໰ʢେ৿議һʣ
೶஍අͷଟ໘తػೳࢧ෷ަۀࣄ෇ۚͷ಺

༰ͱ഑෼Λ͏࢕。

౴
ʢ೶ྛਫ࢈՝௕ʣ
ଟ໘తػೳのࢧ෷ަۀࣄ෇ۚは、ࠃとݝの

ิॿ͕ೖͬて͓Γ、ொも���出していΔ。��の
૊৫Ͱ׆ಈして͓Γ、ओに೶ۀৼڵ஍Ҭのਫ
࿏のखೖΕ、૲מΓ౳をͬߦていΔ。

໰ʢ෱Ӭ議һʣ
ෛ୲ۚิॿۚٴͼަ෇ۚだがɺ্ܭすΔ

ֹࢉલに࿩Λͯ͠༧ࣄ議会ͱ͔෦会ͱڠに࣌
ΛܾΊͯいΔͷ͔。

౴
ʢ೶ྛਫ࢈՝௕ʣ
部ձのํと͔、̟̖とொͰ࿩をすΔ৔߹

も͋Δ。

໰ʢᖛ⃻議һʣ
͖Μ͗ΐଜͷӡӦඅɺࡢ೥は��ສԁͷ༧

だͬͨがɺ��೥౓はͲ͏্ܭࢉ い͏ܭը͔࢕ 。͏

౴
ʢ೶ྛਫ࢈՝௕ʣ
༧ࢉはࡢ೥とൺ΂�ສ�ઍԁ૿͑ていΔ͕、

ொの௚ӦͰ؅ཧすΔ。まͨ׭ֶ࢈の࿈ܞͰେ
ֶ͋Δいはઐ໳ֶ校ともࢪઃのར༻にؔして
࿩をしてい͘。

˔೶ۀのৼڵ

˔ਫۀ࢈のৼڵ

ɹのͨΊʹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ �ԯ����ສԁ

農 林 水 産 費
˔ٞ会අʢٞ会ੑ׆Խʣŋŋŋŋ�ԯ���ສԁ

˔Ӵੜඅʢ஍Ҭҩྍʣŋŋŋŋ �ԯ����ສԁ

˔঎޻අʢ঎ۀのৼڵʣŋŋŋŋŋŋ ����ສԁ

˔ফ๷අʢ๷ࡂʣŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ����ສԁ

ʣŋŋŋŋࡁඅʢआۚฦ࠴ެ˔ �ԯ����ສԁ

ɹのͨΊʹ

その他の予算

໰ʢେ৿議һʣ
ফ๷අͷ̟Ξϥʔτが৽ܕड৴ػにมΘ

ΔがɺԿ೥ごͱにߋ৽されΔͷ͔。

౴
ʢ૯຿՝௕ʣ
��೥౓͔Βࠃの৘ใൃ৴σʔλ͕ଈ࣌に

ொにೖΔΑ͏に、શ໘తにվमすΔ。

໰ʢߥ໦議һʣ
͠೘͘Έऔりͷҕୗྉが�ઍສԁগな͘

なͬͯいΔཧ༝は。

౴
ʢॅຽڥ؀՝௕ʣ
し೘͘ΈऔΓྔはԼਫಓਫચԽのීٴͳ

ͲͰ、͘ΈऔΓྔ͕ݮগしていΔ。ݱঢ়、�୆
ͰͬߦていΔ͕ͦのऩूೳྗ͔ΒすΔと、ඞ
ཁͳऩूंの୆਺は�にۙいঢ়گに͋Γ、ҕ
ୗۀ者との͕ٞڠ੔いҕୗྉは�୆෼のඅ༻
Ͱ্ܭしֹݮにͳͬていΔ。

໰ʢத઒議һʣ
঎޻අでޫ؍Ҋ಺൘ઃஔࣄ޻අで���ສ

ԁ্ܭが͋りɺ৔ॴが�ΧॴになͬͯいΔが
৔ॴはܾఆͯ͠いΔ͔。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
৔ॴは༗໌ϑΣϦʔ͔Βのར༻͕ଟいのͰ、

ͦのΑ͏ͳํʑの༠ಋと、ۚڕとޥの޿ڷ৔΁
の༠ಋ、ொ಺をΘ͔Γ΍す͘ දࣔしてい͖ͨい。

໰ʢେ৿議һʣ
త͹͔いิۀࣄॿۚだがɺత͹͔いはொ

ͷ͔ۀࣄ。੓ڭ෼཭でࠔΔ͜ͱはない͔。

౴
ʢまͪͮ͘Γ՝௕ʣ
త͹͔いはอଘձ͕࣮ࢪすΔۀࣄͰ、ਆ

Ίิͨ͏ߦ౳̧̥ޫ؍、తͳものも͋Δ͕ࣄ
ॿۚとしてࢧ出していΔ。

໰ʢү໺議һʣ
されͯい্ܭがࢠआೖۚར࣌අでҰ࠴ެ

Δがɺ͜れはҰ࣌आೖ͋り͖で্ͯ͠ܭいΔ
ͷ͔。

౴
ʢ૯຿՝௕ʣ
一࣌आೖۚとしてֹߴ࠷��ԯԁをఆΊΔと

い͏͜ とͰ、い͟とい͏࣌のͨΊに্ܭしていΔ。
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可
決2億2670万円
可
決

平成29年度　一般会計補正予算

Ӝᬑ　ேষ　議һ

ɹ༧ࢉの಺༰をݟΔと、ӳݕޠఆのิॿ

のεςʔ࣍੔උのڥҭ؀ڭをは͡Ίۀࣄ

δとして、ະདྷを։͘ਓͮ͘Γを͑ߟて

いΔ。まͨ、ޫ؍෼໺Ͱの͖Μ͗ΐのؗ

の৘ใൃ৴ྗをڧԽし、ϗʔϜϖʔδの

ϦχϡʔΞϧ、஍Ҭ঎ࣾઃཱにΑΔ஍Ҭ

をݯࢿをੜ͔しͨ঎඼։ൃ౳、ொのݯࢿ

Δまͪͮ͘Γにͭ͋ྗ׆ੜ͔しͨݶେ࠷

ͳ͕ΔものͰ͋Δ。ਓݮޱগ౳のӨڹͰ

ࣗओݯࡒの֬อ͕ࠔ೉とͳΔத、՝୊ղ

ܾの༧ࢉાஔ͕ͳ͞ΕていΔ。ͦΕͧΕ

の෼໺の͕ۀࣄେ͖͘ඈ༂すΔ͜とをظ

଴しࢍ੒౼࿦とすΔ。

େ৿　लٱ　議һ

ɹຽੜඅ΍೶ྛਫ࢈අ、ফ๷අͳͲொຽ

の฻Βしにͭͳ͕Γ͕ਂいと͜ΖͰ૿ֹ

͕͞ΕていΔと͜ΖはධՁͰ͖Δ。まͨ、

बֶԉॿの৽ೖֶ༻඼අのೖֶલڅࢧも

ධՁͰ͖Δ͕、ॅ୐ϦϑΥʔϜ΁のॿ੒

೥ΑΓ̍̌̌ສԁগͳ͘、͜Εにೲࡢ͕

ಘͰ͖ͳい。まͨ、ݝのۀࣄͰ͋Δ௕ऱ

ઃඅにͭいてொのෛ୲ݐ࿷ߓ、の੔උߓ

ׂ߹は๏త͕ࠜڌͳ͘、ॅຽαʔϏεに

ΑΓଟ͘の༧ࢉを͋てΔ΂͖Ͱ、֬ݯࡒ

อのͨΊにݝとෛ୲ׂ߹のٞڠをߦい、

Ҿ͖Լ͛をٻΊΔ΂͖Ͱ͋Δ。Ҏ্ਃし

ड़΂て൓ର౼࿦とすΔ。

౼࿦ʢ議Ҋୈ��߸ Ұൠ会ܭ༧ࢉʣ賛 成 反 対

໰
（
大
森
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
１
６

０
０
万
円
追
加
と
町
と
の

関
連
性
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

約
２
千
数
百
名
の
方

が
納
税
し
て
い
る
が
、
長

洲
町
と
の
つ
な
が
り
は
把

握
し
て
い
な
い
。

໰
（
竹
本
議
員
）

障
が
い
者
自
立
支
援

介
護
給
付
費
の
ど
う
い
う

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の

か
。౴

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

自
立
支
援
給
付
は
介

護
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
わ
た

る
も
の
で
日
中
の
生
活
介

護
と
施
設
入
所
支
援
、
社

会
就
労
の
支
援
等
が
増
え

て
い
る
。

໰
（
磯
野
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
は
い

つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
分
が
、

補
正
ま
で
含
め
て
決
算
見

込
額
と
し
て
出
て
い
る
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

２
月
末
現
在
で
計
上

し
て
い
る
が
、
今
も
納
税

は
続
い
て
い
る
。
最
終
的

に
は
追
加
計
上
額
を
上
回

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

໰
（
福
永
議
員
）

総
務
課
の
職
員
手
当

だ
け
マ
イ
ナ
ス
は
何
故
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

減
額
の
理
由
は
病
気

で
休
ん
で
い
る
職
員
等
の

精
算
に
な
る
。

໰
（
福
永
議
員
）

都
市
計
画
事
業
負
担

金
の
起
債
が
３
１
０
０
万

円
だ
が
、
工
事
の
ど
こ
の

分
が
増
え
た
の
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

Ｊ
Ｒ
線
路
の
上
を
渡

る
跨
線
橋
の
工
事
費
が
主

に
な
っ
て
い
る
。

໰
（
濱
﨑
議
員
）

工
事
は
全
体
の
何
％

出
来
て
い
る
の
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

事
業
費
で
の
進
捗
率

で
、
約
��
％
に
な
っ
て
い

る
。

補
正
予
算
（
質
疑
）
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平成30年度特別会計 企業会計予算
ձܭ名 ༧ֹࢉ 29೥౓༧ࢉ ʢֹ౰ॳʣ લ೥౓ൺ

特
別
会
計

ܭಛผձݥอ߁ຽ݈ࠃ 22ԯ�900ສԁ 2�ԯ6��9ສԁ 88ˋ

հޢอݥಛผձܭ 17ԯ�900ສԁ 17ԯ6�00ສԁ 99ˋ

ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ 2ԯ��0ສԁ 1ԯ92��ສԁ 106ˋ

企

業

会

計

Լਫಓۀࣄձܭ

ऩӹతऩೖ 9ԯ10��ສԁ 8ԯ77��ສԁ 10�ˋ

ग़ࢧ 8ԯ8��0ສԁ 8ԯ6���ສԁ 102ˋ

本తऩೖࢿ 6ԯ8800ສԁ 11ԯ��81ສԁ 60ˋ

ग़ࢧ 9ԯ7716ສԁ 1�ԯ��99ສԁ 68ˋ

ਫಓۀࣄձܭ

ऩӹతऩೖ 2ԯ��79ສԁ 2ԯ62�2ສԁ 9�ˋ

ग़ࢧ 2ԯ�128ສԁ 2ԯ��6�ສԁ 9�ˋ

本తऩೖࢿ 2�0ສԁ 1179ສԁ 20ˋ

ग़ࢧ 716�ສԁ 896�ສԁ 80ˋ

�ऩӹతऩೖɿ ۀاͷܦৗతܦӦ׆ಈʹ൐ͬͯൃੜ͢ΔऩೖʢԼਫಓ࢖༻ྉɺਫಓྉۚʣ

� ؅ཧඅʣ࣋ઃͷҡࢪग़ʢড়Խηϯλʔ΍ਫಓࢧಈʹ൐ͬͯൃੜ͢Δ׆Ӧܦৗతܦͷۀا�ग़ɿࢧ

ʣิݝʢݿࠃೖۚɺ܁ܭɺଞ会࠴ۀاͱͳΔݯࡒͳͲͷࢿઃ౤ݐ ຊతऩೖɿࢿ� ॿۚͳͲͷऩೖ

� ظՄೳ༺࢖Λमཧɾվྑ͠ɺ࢈ࢿఆݻցͳͲͷػઃ΍ઃஔࢪͳͲͷͨΊ্޲ͷੑ࢈ੜ͕ۀا ग़ɿࢧ ʢؒ଱
༻೥਺ʣΛԆ͹ͨ͠ΓɺՁ஋ΛߴΊͨΓ͢ΔͨΊͷࢧग़

໰
（
福
永
議
員
）

前
年
度
と
比
べ
て
被
保
険
者
数
は
、
ど
れ
だ
け
減

っ
て
い
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

平
成
��
年
２
月
末
で
、
１
１
５
名
減
っ
て
い
る
。

໰
（
大
森
議
員
）

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
��
年
目
に
入
る
が
、

保
険
料
の
金
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
違
う
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

最
初
は
２
９
０
０
円
だ
っ
た
。
今
は
５
８
０
０
円
だ
。

໰
（
大
森
議
員
）

給
水
件
数
は
２
件
増
加
で
、
年
間
給
水
量
は
��
万

５
４
０
㎥
減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

౴
（
水
道
課
長
）

ア
パ
ー
ト
建
設
が
多
く
な
り
、
核
家
族
化
が
要
因

で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計
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৹�ٞ�݁�Ռ　

議Ҋ൪߸ ݅　　໊
前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

ٞҊୈ1߸
長洲町ࢦఆډ୐հࢧޢԉ౳ͷۀࣄͷਓһ
४ΛఆΊΔ৚ྫͷجͼӡӦ౳ʹؔ͢Δٴ
੍ఆʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ2߸

長洲町ࢦఆ஍ҬີணܕαʔϏεͷۀࣄͷ
ਓһɺઃඋٴͼӡӦͷج४ʹؔ͢Δ৚ྫ
༧๷αʔޢհܕఆ஍Ҭີணࢦͼ長洲町ٴ
ϏεͷۀࣄͷਓһɺઃඋٴͼӡӦͷج४
౳ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�߸
長洲町ࢦఆհޢ༧๷ࢧԉ౳ͷۀࣄͷਓһ
४ΛఆΊΔ৚ྫͷجͼӡӦ౳ʹؔ͢Δٴ
Ұ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�߸ 長洲町հޢอݥ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�߸ 長洲町ࠃຽ݈߁อݥ৚ྫ౳ͷҰ෦վਖ਼ʹ
͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ ʕ

ٞҊୈ6߸ 長洲町ऀྸߴظޙҩྍʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ
෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ7߸ 長洲町Ұൠ৬ͷ৬һͷڅ༩ʹؔ͢Δ৚ྫ
ͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ8߸ 長洲町ެͷࢪઃʹ܎Δࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆ
खଓ౳ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ9߸ 長洲町อҭॴ৚ྫΛഇ͢ࢭΔ৚ྫͷ੍ఆ
ʹ͍ͭͯ ˓ ʷ ˓ ʷ ʷ ̋ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ ʕ

ٞҊୈ10߸
長洲町ಛఆڭҭɾอҭࢪઃٴͼಛఆ஍Ҭ
४ΛఆΊΔجͷӡӦʹؔ͢Δۀࣄอҭܕ
৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ11߸
長洲町์՝ࣇޙಐ݈શҭ੒ۀࣄͷઃඋٴ
ͼӡӦʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔ৚ྫͷҰ෦
վਖ਼ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ12߸ ฏ੒29೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ
7߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ1�߸ ฏ੒�0೥౓長洲町Ұൠձܭ༧ࢉʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ̋ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ1�߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձ
͍ͯͭʹࢉ༧ܭ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ1�߸ ฏ੒�0೥౓長洲町հޢอݥಛผձܭ༧
͍ͯͭʹࢉ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ16߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผ
ձܭ༧ࢉʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ17߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ਫಓۀࣄձܭ༧ࢉʹ
͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ18߸ ฏ੒�0೥౓長洲町Լਫಓۀࣄձܭ༧ࢉ
ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ1߸ ෭町長ͷબ೚ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ2߸ ͍ͯͭʹҭ長ͷ೚໋ڭ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ
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ఆ　ྫ　会

【
内
容
】

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、

条
例
の
一
部
改
正
。

【
内
容
】

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
第
��
条
の

２
の
改
正
に
よ
り
、
条
例

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
。

【
内
容
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た

職
員
給
与
の
適
正
化
を
図

る
た
め
に
条
例
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
る
。

【
制
定
理
由
】

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

【
質
疑
】

໰
（
大
森
議
員
）

７
カ
所
の
事
業
所
が

そ
れ
ぞ
れ
指
定
を
受
け
て

い
る
期
間
が
あ
る
が
、
ど

う
な
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

県
の
指
定
を
み
な
し

の
規
定
と
し
て
、
町
が
指

導
監
督
し
��
年
４
月
１
日

か
ら
は
町
の
権
限
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

【
内
容
】

　

国
の
基
準
省
令
の
改
正

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

【
内
容
】

　

介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

こ
の
条
例
を
改
正
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
。

【
内
容
】

　

介
護
保
険
法
等
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

【
内
容
】

　

非
公
募
で
指
定
管
理
を

指
定
す
る
場
合
の
事
務
手

続
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

非
公
募
に
よ
る
募
集
の
際

は
、
申
請
受
け
付
け
も
非

公
募
選
定
業
者
の
み
に
で

き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

【
制
定
理
由
」

　

こ
の
条
例
の
制
定
に
よ

り
、
確
実
な
民
営
化
へ
の

担
保
を
持
っ
て
、
今
後
の

移
管
に
向
け
た
調
整
を
図

っ
て
い
く
た
め
。

【
質
疑
】

໰
（
大
森
議
員
）

２
年
先
な
の
に
こ
の

時
期
に
廃
止
条
例
を
提
案

す
る
理
由
が
理
解
で
き
な

い
。
２
年
間
の
間
に
、
何

が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
気
が
す
る
が
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

課
と
し
て
も
懸
念
し

て
い
る
。
議
会
の
承
認
を

い
た
だ
き
、
今
後
具
体
的

な
こ
と
を
一
つ
ず
つ
詰
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
内
容
】

　

支
給
認
定
書
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
か
ら

希
望
が
あ
っ
た
場
合
の
み

交
付
、
交
付
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
支
給
認
定
に

係
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た

通
知
に
よ
り
行
う
と
い
う

も
の
。

【
内
容
】

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
の
範
囲
が
中
学

校
卒
業
者
ま
で
拡
大
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
継

続
実
現
に
お
け
る
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

条
例
制
定
・

条
例
改
正

指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
人
員
及
び
運
営

等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
・
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
運
営
の
基

準
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
手

続
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

国
民
健
康
保
険
条
例

等
の
一
部
改
正

保
育
所
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定

後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

人
事
案
件

ฏ઒ Ұࢯت
ʢେ໌ਆ۠ʣ

ࢯ޾ӽ ੓ށ
ʢେ໌ਆ۠ʣ

副
町
長
の
選
任
に

つ
い
て

教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て
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આ໌Λड͚Δ議һʢח૔ࢢʣ

がల։され׵ަݟなҙൃ׆ ʢͨࢤ໦ࢢʣ

議会վֵに͚ͯ޲ҙ׵ަݟʢԘ୩ொʣ

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

議

会

運

営

委

員

会

１
月
��
日
㈪
～
��
日
㈬

１
月
��
日
㈪
～
１
月
��
日
㈬

２
月
６
日
㈫
～
２
月
８
日
㈭

東
京
都
墨
田
区

●
す
み
だ
地
域
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

開
業
を
契
機
に
、
墨
田
区

の
知
名
度
を
高
め
、
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ

せ
、
優
れ
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
的
に
生
み
出

し
、
す
み
だ
を
魅
力
的
な

ま
ち
に
し
て
い
く
も
の
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市

●
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
観
光
施
設

整
備
事
業

　

年
間
２
０
０
０
万
人
の

観
光
客
が
あ
り
、
整
備
と

運
営
を
行
う
事
業
費
が
不

足
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

資
金
提
供
を
募
集
、
寄
付

者
の
名
前
を
記
し
た
観
光

ル
ー
ト
板
��
基
を
設
置
し

た
。

東
京
都
荒
川
区

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

の
全
小
中
学
校
導
入

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

埼
玉
県
志
木
市

●
い
ろ
は
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業

　

歩
い
た
り
、
運
動
を
し

た
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
体
脂
肪

率
が
改
善
し
た
場
合
な
ど

に
獲
得
で
き
、
商
品
券
に
交

換
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
日

常
生
活
の
中
で
ゲ
ー
ム
感

覚
で
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

づ
く
り
が
行
え
る
。
予
算

を
か
け
ず
シ
ス
テ
ム
構
築
し

て
本
町
に
導
入
出
来
な
い

も
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

東
京
都
国
立
市

●
収
納
・
滞
納
対
策

　

平
成
��
年
４
月
か
ら
債

権
管
理
条
例
が
施
行
さ

れ
、
市
で
は
、
同
条
例
に

従
い
適
正
な
債
権
管
理
を

行
う
こ
と
で
、
市
民
負
担

の
公
平
性
と
財
政
運
営
の

安
定
性
・
効
率
性
を
維
持

す
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
本
町
で
も
ル
ー
ル
を

定
め
、
そ
れ
に
従
い
早
期

に
解
決
す
る
こ
と
が
、
新

た
な
滞
納
者
の
発
生
を
抑

え
る
事
に
つ
な
が
る
の
で

茨
城
県
大
洗
町

●
議
会
活
性
化
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て

　

議
員
の
自
覚
と
資
質
向

上
を
図
る
た
め
に
、
傍
聴

席
を
満
員
に
し
よ
う
と
、

町
内
の
各
団
体
に
対
し
議

会
開
催
案
内
と
傍
聴
を
お

願
い
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
を
発
送
し
た
と
こ

ろ
、
傍
聴
席
が
満
席
と
な

り
、
議
場
内
は
議
員
、
執

行
部
と
も
一
気
に
緊
迫
感

が
み
な
ぎ
り
、
多
く
の
議

員
が
登
壇
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
、
議
会
活
性
化
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。

栃
木
県
塩
谷
町

●
町
民
全
員
会
議
に
つ
い

て

　

塩
谷
町
で
は
、
若
者
が

関
わ
ら
な
い
町
政
、
町
外

か
ら
見
て
、
強
い
魅
力
を

つ
く
る
取
組
み
が
行
わ
れ

な
い
状
態
が
続
き
、
次
代

を
担
う
人
々
が
町
を
去
る

こ
と
が
長
年
続
い
て
い
た

の
で
、
ネ
ッ
ト
上
に
「
塩

て
思
考
力
や
問
題
解
決
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
等
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

を
全
小
中
学
校
、
一
人
一

台
体
制
で
授
業
等
に
活
用

し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
洲
町
の

施
策
の
参
考
に
な
っ
た
研

修
で
あ
っ
た
。

は
な
い
か
と
考
え
る
。

東
京
都
三
鷹
市

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
子
育

て
支
援
の
取
組
み

　

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
た
か
子
育
て
ネ
ッ
ト
」

を
開
設
。
市
民
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）、
行
政
、
民
間
が

協
力
し
て
運
営
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
は
独
立
し
て

開
設
し
て
あ
り
、
子
育
て

に
特
化
し
た
非
常
に
見
や

す
く
親
切
な
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
あ
る
。
本
町
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
る
部
分
は
参

考
に
し
て
頂
き
た
い
。

谷
町
民
全
員
会
議
」
を
開

設
し
、
幅
広
い
世
代
に
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら

町
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
の

質
問
に
回
答
し
て
も
ら
い
、

回
答
デ
ー
タ
を
町
政
運
営

に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

視
察
研
修
を
終
え
て

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
議
会
の
活
性

化
は
大
事
な
課
題
で
あ
る
。

町
民
の
声
が
議
会
に
反
映

さ
れ
る
た
め
の
議
会
改
革

を
進
め
て
い
き
た
い
。
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

区
長
選
出
に
苦
労
し
て
い
る
行
政
区
が
あ
る

౴
認
識
し
て
い
る

ܠ੓۠ͷ会߹෩ߦ

駅
南
側
に
は
、

自
転
車
が
乱
雑
に
駐
輪
さ
れ
て
い
る

౴

廃
止
し
た
西
側
駐
車
場
、

駅
広
場
内
へ
の

駐
輪
場
設
置
を
検
討
す
る

໰
長
洲
駅
南
側
に
は
自

転
車
が
乱
雑
に
駐
輪

さ
れ
て
お
り
、
町
民
か
ら

も
苦
情
が
出
て
い
る
。
町

の
考
え
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

廃
止
し
た
駅
西
側
駐

車
場
の
利
用
方
法
や
駅
広

場
内
で
の
駐
輪
場
設
置
な

ど
利
用
者
の
利
便
性
、
町

民
皆
様
の
意
見
を
伺
い
検

討
す
る
。

で
き
る
だ
け
駐
在
員
の
選

出
を
お
願
い
し
た
い
。

໰
駐
在
員
の
方
が
複
数

の
区
を
担
当
す
る
体

制
は
考
え
ら
れ
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

駐
在
員
は
区
の
推

薦
。
別
の
区
か
ら
の
推
薦

は
考
え
て
い
な
い
。

Ӻೆଆにறྠされͨࣗసं

໰
最
近
の
区
長
選
出
に

つ
い
て
は
、
苦
労
し

て
い
る
行
政
区
が
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
仕
事
が
多

い
、
責
任
が
重
い
等
、

多
々
あ
る
。
ま
た
厚
生
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
も
引

き
上
げ
ら
れ
、
選
出
候
補

者
の
方
も
仕
事
を
続
け
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ど
う

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

認
識
は
し
て
い
る
。

区
長
は
行
政
区
の
代
表
で

あ
り
、
決
断
力
や
人
を
ま

と
め
る
能
力
、
事
務
的
な

能
力
も
要
求
さ
れ
る
。
役

員
で
経
験
を
積
ん
で
い
た

だ
く
な
ど
の
方
法
で
人
材

育
成
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
町
と
し
て
は
、
地

域
の
こ
と
は
、
地
域
で
決

め
る
地
域
の
自
主
性
を
大

事
と
考
え
て
い
る
。

໰
区
の
統
廃
合
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な

考
え
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

地
域
の
自
主
性
、
こ

の
一
言
に
尽
き
る
。
し
か

し
、
１
０
０
世
帯
を
切
っ

て
い
る
行
政
区
は
、
統
廃

合
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。

໰
区
長
は
行
政
区
の
長
。

一
方
駐
在
員
は
町
と

行
政
区
の
連
絡
、
世
話
役

と
し
て
規
則
化
さ
れ
、
そ

の
業
務
は
第
４
条
に
��
項

目
記
載
し
て
あ
る
。
現
在

区
長
の
仕
事
の
大
半
を
占

め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
区

長
で
な
い
別
の
方
を
駐
在

員
に
委
嘱
し
た
事
例
は
あ

る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
理
由
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

あ
る
。
理
由
は
区
長

さ
ん
が
体
調
不
良
の
た
め
。

໰
前
記
の
よ
う
な
事
例

が
発
生
し
た
ら
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

過
去
に
も
あ
っ
た

が
、
特
別
の
対
応
は
考
え

て
い
な
い
。

໰
区
長
職
は
承
諾
。
駐

在
員
職
は
不
承
諾
の

行
政
区
が
発
生
す
れ
ば
ど

う
対
処
す
る
の
か
伺
う
。

౴
（
総
務
課
長
）

駐
在
員
の
業
務
は
町

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

த઒խ໌議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は

౴
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
力
向
上
を
め
ざ
す

ମͱ೛්さΜŋϚϚύύΛͭな͙εάϨϞϊ࣏ࣗ

高
齢
者
の
所
得
向
上
に
策
は
な
い
か

౴

雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
検
討
す
る

໰
電
子
母
子
手
帳
と
は

は
ど
ん
な
も
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
で

出
産
予
定
日
や
赤
ち
ゃ
ん

の
生
年
月
日
を
登
録
す
る

と
、
子
ど
も
の
成
長
や
妊

໰
高
齢
者
の
生
活
で
の

困
り
ご
と
の
対
応
は

౴
（
町
長
）

多
種
多
様
で
あ
り
民

婦
健
診
の
結
果
や
育
児
の

記
録
が
出
来
る
。
従
来
の

母
子
手
帳
の
補
完
と
し
て

使
用
。

໰
機
能
を
活
か
し
て
使

う
に
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

乳
幼
児
健
診
の
記
録

生
委
員
さ
ん
が
受
け
た
相

談
は
町
や
社
協
が
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

を
入
力
す
れ
ば
成
長
曲
線

が
判
る
。
複
雑
で
多
種
な

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
が
出
来
る
。
予
防

接
種
の
予
定
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
の
再
計
算
や
接

種
間
違
い
を
失
く
す
た
め

に
保
健
師
と
連
携
し
て
い

く
の
に
有
効
な
手
段
だ
。

໰
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

母
親
世
代
の
ほ
と
ん

ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
な
の
で
、
成
長
の
記
録

や
写
真
が
デ
ー
タ
ー
と
し

て
自
分
で
記
録
保
存
出
来

る
。
ま
た
予
防
接
種
忘
れ

や
間
違
い
を
防
ぎ
や
す
い
。

　

更
に
医
療
機
関
の
検
索

や
自
治
体
の
子
育
て
情
報

な
ど
欲
し
い
情
報
が
一
つ

の
画
面
で
見
ら
れ
る
。
県

下
で
い
ち
早
い
導
入
で
あ

り
、
転
入
時
に
も
問
題
は

な
い
。

໰
母
子
の
健
康
と
成
長
、

子
育
て
の
楽
し
み
な

ど
を
倍
増
さ
せ
る
機
能
性

の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う

導
入
に
期
待
し
た
い
。

໰
ス
タ
ー
ト
し
た
と
く

し
丸
事
業
は
、
高
齢

者
の
収
入
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
る
よ
う
だ
が
、
意
欲
が

あ
る
高
齢
者
へ
ど
の
よ
う

な
支
援
が
出
来
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者
の
雇
用
を

し
て
い
る
。
各
種
事
業
へ

の
会
員
登
録
を

し
て
い
た
だ
き

生
き
が
い
づ
く

り
も
含
め
て
活

用
し
て
ほ
し
い
。

໰
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
者
や
も

の
づ
く
り
専
門

家
等
へ
の
支
援

は
あ
る
か
。

　

ま
た
包
括
協

定
し
て
い
る
企

業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

資
格
や
意
欲
な
ど
を

地
域
に
活
か
し
、
雇
用
を

ど
う
作
り
出
す
か
調
査
が

必
要
だ
。
企
業
で
は
人
材

不
足
も
あ
り
、
雇
い
主
の

情
報
を
収
集
し
、
ど
ん
な

支
援
が
出
来
る
か
今
後
考

え
て
い
く
。

෱ຊΈ΍ࢠ議һ

γχΞੈ୅ͷबۀҙཉでੜ֔ݱ໾ʂ



13 潮さい（H30.5.15 No.133）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

生
活
保
護
の
方
や
生
活
困
窮
者
に
、上
下
水
道
料
の
減
免
を
行
う
考
え
は
な
い
か

౴
水
道
法
と
下
水
道
法
及
び
公
営
企
業
法
に
は
福
祉
減
免
の
規
定
は
な
い

小
規
模
営
農
者
へ

町
独
自
の
支
援
が
出
来
な
い
か

౴

町
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い

໰
生
活
保
護
利
用
者
や

生
活
困
窮
者
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
、

上
下
水
道
料
金
の
減
免
を

行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

地
方
公
共
団
体
で
経

໰
農
業
振
興
の
上
で
小

規
模
の
と
こ
ろ
に
、

赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
な

手
を
打
て
な
い
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

補
助
金
な
し
で
は
採

算
は
と
れ
な
い
の
が
現
状

で
、
費
用
対
効
果
と
か
実

入
り
と
か
が
望
め
な
い
と

も
聞
く
。
小
規
模
者
に
関

し
て
非
常
に
難
し
い
の
だ

が
、
二
毛
作
助
成
は
町
独

自
で
は
考
え
て
い
な
い
。

営
さ
れ
る
水
道
と
下
水
道

事
業
は
、一
般
会
計
か
ら
独

立
し
て
運
営
さ
れ
そ
の
費

用
は
利
用
料
で
賄
う
と
さ

れ
て
お
り
、水
道
法
と
下
水

道
法
及
び
公
営
企
業
法
に

は
福
祉
減
免
の
規
定
は
な
い
。

໰
小
規
模
農
家
の
方
が

一
定
数
集
ま
り
法
人

化
す
る
場
合
、
他
所
で
は

法
人
化
の
定
款
作
成
と
か

登
記
に
費
用
の
助
成
を
や

っ
て
い
る
。
町
で
は
そ
こ

も
含
め
ど
う
考
え
る
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

農
業
法
人
を
立
ち
上

げ
る
話
が
あ
れ
ば
、
条
件

に
合
わ
せ
Ｊ
Ａ
も
一
緒
に

な
っ
て
協
力
し
て
い
き
た

い
。

໰
減
免
に
つ
い
て
他
の

自
治
体
の
状
況
に
つ

い
て
調
べ
た
か
。

౴
（
水
道
課
長
）

玉
名
管
内
に
つ
き
調

査
し
、
減
免
等
を
行
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
。

໰
全
国
的
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
を
つ
け

そ
の
上
で
、
先
程
の
方
以

外
に
も
ひ
と
り
親
世
帯
、

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

世
帯
等
を
対
象
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

私
は
社
会
的
弱
者
に
優
し

い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。
本
年
は
５
年
に
一

度
の
生
活
保
護
基
準
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
が
、
就

学
援
助
や
障
が
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
負
担
分
、
保
育

料
基
準
等
は
ど
う
な
る
か

伺
う
。

౴
（
町
長
）

生
活
保
護
基
準
の
見

直
し
は
、
生
活
扶
助
基
準

や
加
算
に
つ
い
て
実
施
さ
れ

る
。
詳
細
な
内
容
は
県
よ

り
福
祉
事
務
所
に
説
明
が

あ
る
３
月
��
日
以
降
に
な
る
。

໰
生
活
保
護
の
申
請
者

が
申
請
資
格
の
あ
る

人
の
��
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
聞
く
が
、
制
度
の

周
知
と
い
う
意
味
で
は
対

応
は
出
来
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

あ
ら
ゆ
る
機
会
、
特

に
考
え
て
い
る
の
は
、
密

接
に
か
か
わ
る
民
生
委
員

も
含
め
、
情
報
を
上
げ
て

も
ら
う
な
か
で
周
知
を
は

か
り
た
い
。

େ৿लٱ議һ

ੈଳྨܕผͷݟ௚͠ͷओなӨڹ
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஍Ҭ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

現
在
町
政
が
向
か
っ
て
い
る
道
は
ど
こ
か

౴
誰
も
が「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
た
い

介
護
保
険
制
度
改
正
で

高
齢
者
支
援
は
ど
う
な
る

౴
げ
ん
き
の
館
を
中
核
に
地
域
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

໰
厳
し
い
財
政
状
況
、

社
会
保
障
費
や
施
設

の
維
持
・
管
理
、
庁
舎
・

道
路
・
下
水
道
等
の
各
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新

費
の
増
加
や
地
方
財
政
の

限
界
等
、
課
題
が
山
積
し

て
い
る
長
洲
町
。

　

今
の
町
政
は
ど
ん
な
方

໰
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
最
期
ま

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

医
療
と
介
護
の
懸
け
橋
と

な
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
る
か
。

向
に
向
か
っ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

定
住
、
教
育
、
福
祉
、

産
業
の
各
分
野
を
重
点
的

に
取
り
組
み
、
地
方
創
生

を
一
層
推
進
し
、「
住
み

た
い
、
な
が
す
」
を
つ
く

る
こ
と
を
目
標
に
、
各
種

事
業
を
実
施
し
、
町
政
を

౴
（
町
長
）

認
知
症
の
啓
発
活
動

か
ら
最
期
ま
で
、
在
宅
医

療
と
介
護
の
連
携
強
化
で

高
齢
者
支
援
の
取
組
を
推

進
し
、
げ
ん
き
の
館
を
中

核
に
地
域
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

運
営
し
て
い
る
。

໰
今
、
少
子
高
齢
化
と

介
護
に
よ
る
家
庭
崩

壊
の
危
機
が
急
激
に
進
ん

で
い
る
長
洲
町
。
現
状
か

ら
見
る
暮
ら
し
の
課
題
を

考
え
れ
ば
、
住
民
が
何
に

魅
力
を
感
じ
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
満
足
し
、
世
代

を
越
え
て
住
み
続
け
た
い

と
、
思
え
る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

少
子
高
齢
化
や
社
会

保
障
費
が
急
速
に
伸
び
、

様
々
な
課
題
等
が
あ
る
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
等
を
考

慮
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆

様
が
安
全
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
こ
と
を
最
優
先

に
取
り
組
み
た
い
。

໰
介
護
保
険
法
が
大
き

く
改
正
さ
れ
、
新
し

く
新
設
さ
れ
た
制
度
で
あ

る
地
域
づ
く
り
の
協
議
体

と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

ま
た
、
新
し
い
町
民
参
加

型
の
福
祉
を
つ
く
り
あ
げ

る
旗
手
で
あ
る
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地

域
支
え
合
い
推
進
員
）
の

機
能
と
役
割
と
は
何
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

現
在
、
介
護
予
防
拠

点
等
連
絡
協
議
会
を
協
議

体
と
し
、
地
域
で
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
で
不

足
し
て
い
る
高
齢
者
に
向

け
た
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に

発
掘
、
開
発
し
、
生
活
支

援
の
担
い
手
と
な
る
者
の

育
成
が
主
な
役
割
で
あ
る
。

͜れ͔Βʠ௕ऱͷまͪʡΛͲ͏すΔ

஍Ҭ͑ࢧ߹い׆ಈͷਪਐΛ

஛ຊ৴࣍議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

食
育
を
推
進
す
る
町
の
状
況
と
取
り
組
み
は

౴
食
育
活
動
の
周
知
と
普
及
啓
発
に
取
り
組
む

議һࢠ໦ກߥ

฼ࢠͱも݈߁Λͯͬئ

 
 
               長洲町では、町内在住の妊婦さんを対象に妊婦歯周疾患検診を実施

しています。 

妊娠するとお口の中の環境が変化し、むし歯や歯周病になりやすく

なります。歯周病は、早産や低出生体重児のリスクを高める可能性

があると言われています。 

また、むし歯は「むし歯菌」の感染によっておこります。生まれた

ばかりの赤ちゃんのお口には「むし歯菌」は存在しませんが、お母

さんや周りの人から唾液を介して赤ちゃんに感染します。 

ママの健康・生まれてくる赤ちゃんの健康・お口の環境を守るため 

にも歯科検診を受けましょう。 

             きれいなお口で赤ちゃんを迎えましょう♥ 

 対象 

    長洲町にお住まいの妊婦さん 

 受診方法 

      母子健康手帳と一緒に受診券を交付します。交付当日から出産日までに 

下記の歯科医院へご予約の上受診してください。 

       ※ 歯科検診は安定期（5 か月～7 か月）をおすすめします。           

       ※ 予約は早めに取りましょう。 

 検診費用                                        
       ５００円（検診当日歯科医院でお支払ください）   

※ 治療の際は別途費用がかかります。 

 持参物                                        

       歯周疾患検診受診票・健康保険証・母子健康手帳・検診費用     

 問い合わせ先                                      
  長洲町保健センター すこやか館  ℡ 65－7515 ・ 78－7171              

 

 

歯周疾患検診実施歯科医院一覧表  
たかさき歯科医院  78-4181   

前田歯科医院    78-0100   

なかむら歯科医院  78-1040   

加藤歯科医院    78-7181   

六栄歯科診療所   78-7044   

赤ちゃんへ 

丈夫な歯の 

プレゼント 

妊
婦
の
歯
周
病
予
防
に対

し
て
の
支
援
は

౴
ワ
ン
コ
イ
ン（
５
０
０
円
）の

自
己
負
担
で
受
診
を

໰
食
を
通
し
て
元
気
な

長
洲
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
理
念
に
食
育
を
推
進

し
て
い
る
が
、
町
の
状
況

と
取
り
組
み
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

取
り
組
み
事
例
集
を

作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

い
る
こ
と
を
考
え
、
朝
食

を
含
む
３
食
を
と
り
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

食
事
の
あ
り
方
を
普
及
し

て
い
く
必
要
性
が
あ
り
、

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
、

町
の
栄
養
士
が
簡
単
に
つ

く
れ
る
野
菜
レ
シ
ピ
集
を

作
成
し
た
り
、
講
話
を
実

施
し
て
い
る
。

໰
特
に
子
ど
も
た
ち
に

食
育
の
推
進
と
い
う

面
に
お
い
て
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
を
ど
ん
な

ふ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

食
育
を
推
進
す
る
上

で
、
学
校
給
食
の
提
供
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て
の
議
題
が
挙
げ

ら
れ
、
荒
尾
市
、
長
洲
町

で
新
施
設
の
建
設
に
向
け

て
一
緒
に
検
討
し
て
い
く
。

໰
妊
婦
さ
ん
の
歯
科
検

診
に
つ
い
て
、
妊
娠

中
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

増
加
で
歯
周
病
が
活
発
化

し
、
女
性
の
人
生
の
中
で

最
も
歯
周
病
に
な
り
や
す

い
時
期
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

町
で
は
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

安
定
期
に
入

り
妊
婦
が
ワ
ン
コ

イ
ン
５
０
０
円
の

自
己
負
担
で
歯
科

検
診
を
受
診
で
き

る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

体
が
協
働
し
て
食
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

໰
食
育
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
課
題
や
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

子
ど
も
期
に
お
け
る

適
正
体
重
に
な
い
児
童
が

໰
町
の
歯
科
医
院
で
検

診
を
受
け
ら
れ
る
の

は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

５
カ
所
で
あ
る
。

͓い͠いڅ৯いͨだ͖ます��

໰
そ
の
支
援
を
受
け
ら

れ
る
歯
科
医
院
を
町

外
、
玉
名
郡
市
や
荒
尾
市

圏
内
な
ど
に
広
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

玉
名
郡
市
の
歯
科
医

師
会
や
荒
尾
等
の
歯
科
医

師
会
と
検
討
し
て
い
く
。
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町
政
を
問
う

人
数
不
足
で
部
活
動
の
選
択
の
自
由
を
奪
っ
て
い
な
い
か

౴
15
人
学
級
と
か
を
私
は
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

ਓ਺ෆ଍でଘଓͷػة

検
証
を
重
ね
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

౴

教
育
委
員
会
議
で

資
料
を
そ
ろ
え
て
検
討
す
る

໰
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
さ
ら
な
る
向

上
の
た
め
に
、
小
中
一
貫

校
あ
る
い
は
中
学
校
の
統

合
な
ど
、
懐
を
深
く
大
き

な
視
点
で
の
教
育
環
境
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

子
ど
も
た
ち
は
、
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
義
務
教
育
９
年

間
の
中
で
、
日
々
の
学
習

常
経
費
、
教
育
環
境
の
Ｉ

Ｔ
化
の
整
備
、
ま
ち
づ
く

り
の
再
設
計
、
本
町
の
生

き
残
り
を
か
け
て
真
剣
に

検
証
、
検
討
、
取
り
組
む

時
期
で
は
な
い
か
。

౴
（
教
育
長
）

教
育
委
員
会
議
で
は
、

資
料
も
そ
ろ
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

を
積
み
上
げ
て
成
長
し
て

い
く
が
小
中
学
双
方
の
教

職
員
が
９
年
間
の
全
体
像

を
把
握
し
、
系
統
的
・
連

続
的
に
配
慮
し
た
教
育
活

動
に
取
り
組
み
、
各
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
教
育
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る

側
面
も
あ
る
。
小
中
一
貫

校
あ
る
い
は
学
校
の
統
廃

合
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、

導
入
に
関
し
て
の
教
育
上

の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
、
地
域
の
実
情
を
分
析

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

໰
子
ど
も
の
数
、
出
生

数
の
推
移
、
将
来
の

見
通
し
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

近
年
の
出
生
数
は
１

３
０
名
前
後
で
推
移
し
て

お
り
、
今
後
も
同
数
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

໰
長
洲
中
と
腹
栄
中
の

生
徒
数
の
推
移
は
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

平
成
��
年
で
長
洲
中

２
２
５
名
、
腹
栄
中
３
４

０
名
。
平
成
��
年
に
は
長

洲
中
１
５
１
名
、
腹
栄
中

２
０
６
名
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

໰
両
中
学
校
の
部
活
動

の
現
状
は
。

౴
（
教
育
長
）

私
も
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
学
校
の
部
活

໰
今
後
の
子
ど
も
た
ち

の
将
来
状
況
、
過
去
・

が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
の
は
事
実
だ
。
廃
部
の

話
は
今
の
と
こ
ろ
聞
い
て

い
な
い
。

໰
部
員
数
が
少
な
く
て

部
費
が
高
過
ぎ
る
と

い
う
声
も
あ
る
が
。

౴
（
教
育
長
）

人
数
が
少
な
け
れ
ば

負
担
は
大
き
く
な
る
と
思

う
。

໰
部
活
動
の
選
択
の
自

由
を
大
人
が
奪
っ
て

い
な
い
か
。
子
ど
も
が
犠

牲
に
な
っ
て
な
い
か
。

現
在
・
未
来
と
続
く
学
校

施
設
管
理
費
を
含
め
た
経

ੜ͖࢒りΛ͔͚ͨઓいは࢝まͬͯいΔ

ү໺　ത議һ

౴
（
町
長
）

教
育
と
は
何
ぞ
や
と

い
う
視
点
か
ら
統
廃
合
は

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

徳
育
・
知
育
・
体
育
、
こ

れ
を
学
ぶ
べ
き
場
で
あ
る
。

む
し
ろ
��
人
学
級
と
か
こ

う
い
う
の
を
私
は
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
先
生
が
一
人
一
人

目
の
行
き
届
く
、
そ
の
子

ど
も
に
対
し
て
十
分
対
応

で
き
る
、
よ
り
き
め
細
や

か
な
、
生
徒
の
中
で
教
え

て
い
く
こ
と
こ
そ
教
育
だ

と
思
う
。
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町
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を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

国
際
交
流
の
観
点
か
ら
姉
妹
都
市・友
好
都
市
提
携
の
検
討
を

౴
町
の
資
源
・
魅
力
を
生
か
し
た
交
流
が
重
要
に
な
る
が
、
財
政
・
人
的
な
面
を
考
慮
し
検
討
し
た
い

೤৺にֶͿࢠͲもͨͪ

町
の
地
域
産
業
が
外
国
に
目
を
向
け
た
と
き
に

ど
の
よ
う
な
交
流
が
考
え
ら
れ
る
か

౴

互
い
に
需
要
等
が
あ
れ
ば
、

本
当
に
意
義
あ
る
交
流
が
生
ま
れ
る

໰
本
町
で
は
、
外
国
に

関
心
を
持
ち
国
際
的

視
野
を
広
げ
、
将
来
世
界

で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
、
平
成
��
年

度
か
ら
小
学
校
で
実
施
し

て
い
る
英
語
科
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
幼
児
か
ら
中

や
相
互
協
力
が
考
え
ら
れ

る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
の
資
源
を
ど
う
生

か
し
て
い
く
か
、
そ
れ
が

一
番
重
要
と
な
る
。
そ
れ

が
ア
ジ
ア
圏
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
圏
に
対
し
て
、
互
い
に

需
要
等
が
あ
れ
ば
、
本
当

に
意
義
あ
る
交
流
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

学
生
ま
で
切
れ
目
な
く
英

語
を
学
ぶ
環
境
を
整
え
て

い
く
と
町
長
は
施
政
方
針

で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

国
際
的
視
野
を
広
げ
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
姉
妹

自
治
体
交
流
は
住
民
が
参

加
で
き
る
機
会
も
多
い
こ

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際

に
行
政
だ
け
で
は
な
く
町

内
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
関

心
を
持
ち
、
と
も
に
盛
り

上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う

盛
り
上
が
り
と
財
政
的
な

負
担
等
も
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
総
合
的
な
検
討

が
必
要
だ
と
現
在
は
考
え

て
い
る
。

と
か
ら
国
際
交
流
施
策
の

中
核
と
し
て
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で

は
、
姉
妹
自
治
体
交
流
を

通
じ
て
、
儀
礼
的
な
友
好

親
善
を
目
的
と
す
る
も
の

に
と
ど
ま
ら
ず
、
共
通
の

目
的
を
持
ち
、
相
互
協
力

ま
で
発
展
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
際

交
流
の
観
点
か
ら
本
町
で

も
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

提
携
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

໰
姉
妹
都
市
・
友
好
都

市
に
は
友
好
親
善
の

み
な
ら
ず
、
人
的
交
流
、

文
化
交
流
、
技
術
経
済
交

流
と
い
っ
た
共
通
目
的
を

౴
（
町
長
）

現
在
、
本
町
と
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
と
し
て

締
結
し
て
い
る
都
市
は
な

い
。
国
際
化
が
急
速
に
進

む
今
日
、
町
の
資
源
・
魅

力
を
生
か
し
た
交
流
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
か
と
思

う
の
で
、
友
好
都
市
に
つ

い
て
は
、
財
政
面
や
人
的

な
面
を
考
慮
し
検
討
し
た

い
。

持
ち
、
相
互
協
力
ま
で
発

展
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

と
聞
く
。
本
町
で
地
域
産

業
が
外
国
に
目
を
向
け
た

と
き
に
ど
の
よ
う
な
交
流

দҪҰ໵議һ

ମ࣏ࣗ ఏ࣏ࣗܞମ ɾ஍Ҭ名ࠃ
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町
政
を
問
う

浦
川
改
修
に
伴
う
冠
水
対
策
は
と
っ
て
い
る
か

౴
治
水
は
常
に
考
え
対
応
す
る

վमされͨӜ઒

消
防
４
分
団
の
格
納
庫
、

出
動
不
便
の
解
消
は
出
来
た
か

౴

用
地
取
得
に
努
力
す
る

໰
浦
川
改
修
後
、
冠
水

被
害
が
生
じ
て
い

る
。
町
は
冠
水
対
策
の
一

環
と
し
て
、
セ
セ
ナ
ギ

（
通
称
ゼ
ー
ナ
ギ
）
の
分

筆
払
い
下
げ
を
拒
否
し
た

が
、
こ
の
こ
と
は
浦
川
右

岸
に
冠
水
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
あ
る
こ
と
を
充

分
承
知
し
て
い
る
と
捉
え

る
。
認
識
は
ど
う
か
。

౴
（
町
長
）

改
修
後
、
浦
川
右
岸

地
域
の
建
物
床
下
浸
水
は

あ
っ
て
い
な
い
。

໰
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

花
の
栽
培
を
し
て
い

た
農
家
の
話
で
は
、
一
度

冠
水
す
る
と
花
は
枯
れ
て

全
滅
す
る
と
い
わ
れ
る
。

野
菜
も
腐
れ
る
と
い
わ
れ

る
が
、
事
実
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

資
料
に
よ
れ
ば
、
冠

水
の
時
間
、
作
物
の
種
類

໰
前
か
ら
の
質
問
で
町

長
は
４
分
団
の
消
防

格
納
庫
か
ら
の
出
動
は
不

便
な
状
態
に
あ
る
の
は
認

識
さ
れ
て
い
る
。

　

私
の
提
案
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
の
か
、
も
う

３
年
た
っ
た
。
そ
の
間
、

町
長
選
も
行
な
わ
れ
た
が

出
来
た
か
。

౴
（
町
長
）

用
地
が
未
解
決
で
あ

る
。 ౴

（
農
林
水
産
課
長
）

今
指
摘
さ
れ
た
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
、
治
水
対

策
に
取
り
組
む
。

に
よ
る
。

໰
質
問
は
事
前
通
告
し

て
い
る
資
料
を
提
示

く
だ
さ
い
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

申
し
訳
な
い
が
被
害

指
標
の
資
料
は
あ
り
ま
せ

ん
。

໰
い
い
か
げ
ん
な
答
弁

は
慎
み
な
さ
い
。
休

憩
前
と
後
で
は
又
、
答
弁

が
変
わ
っ
て
い
る
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

申
し
訳
な
い
。

໰
浦
川
上
流
の
荒
尾
市

は
耕
地
整
理
で
改
修

工
事
を
行
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
下
流
の
長
洲
町
は

上
流
の
洪
水
を
当
時
の
嘉

永
川
に
流
す
政
策
を
と
り
、

そ
し
て
、
長
洲
中
学
校
の

校
歌
に
も
あ
る
嘉
永
川
を

消
滅
さ
せ
た
。

　

今
思
え
ば
こ
の
政
策
は

失
敗
と
思
う
が
。

໰
３
年
間
で
３
回
し
か

交
渉
し
て
い
な
い
の

か
。
町
長
の
施
政
方
針
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
ス
ピ

ー
ド
感
で
実
行
す
る
と
あ

る
が
反
し
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

今
後
粘
り
強
く
対
応

し
て
い
く
。

ᖛ⃻　ٱ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

向
野
緑
地
公
園
前
の
歩
道
を
早
急
に

౴
今
年
度
調
査
し
て
い
く

がいͬͺいݥة

さ
ら
な
る
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

赤
田
上
沖
洲
線
の
方
向
性
は

౴

放
課
後
居
場
所
づ
く
り
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ん
で
い
く

໰
通
学
路
は
、
安
全
で

な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
通
学
路
の
危
険
箇
所

は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

通
学
路
交
通
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

໰
六
栄
保
育
所
前
を
通

り
緑
地
公
園
か
ら
出

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
し
て
ほ
し
い
。

໰
平
成
��
年
度
よ
り
小

学
校
の
部
活
動
は
社

会
体
育
へ
と
移
行
し
て
い

る
。
送
迎
も
苦
慮
し
て
い

る
中
、
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
り

上
が
り
は
ど
う
か
。

౴
（
生
涯
学
習
課
長
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
が
受
け

皿
に
な
っ
て
い
る
。
各
種

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

໰
今
年
度
よ
り
放
課
後

居
場
所
づ
く
り
事
業

が
始
ま
る
。
そ
の
中
に
ス

౴
（
町
長
）

南
関
町
、
荒
尾
市
、

長
洲
町
を
結
ぶ
縦
軸
と
し

て
物
流
、
観
光
面
の
発
展

て
く
る
所
は
、
２
０
８
号

線
に
続
く
道
で
下
り
坂
カ

ー
ブ
と
な
っ
て
お
り
、
狭

く
危
険
で
あ
る
。
早
急
に

歩
道
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
。౴

（
建
設
課
長
）

歩
道
等
に
よ
る
安
全

対
策
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
今
年
度
調
査
測

ポ
ー
ツ
活
動
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

౴
（
生
涯
学
習
課
長
）

学
童
保
育
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
一
体
的
に

取
り
組
む
放
課
後
居
場
所

づ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。

に
必
要
な
道
路
で
あ
る
。

検
討
会
を
設
置
し
協
議
を

進
め
る
。

量
を
行
い
、
対
策
を
検
討

す
る
。

໰
「
通
学
路
」「
徐
行
」

な
ど
の
看
板
の
設
置

や
カ
ラ
ー
塗
装
を
行
い
、

危
険
地
域
と
明
記
し
て
は

໰
生
き
生
き
と
し
た
町

づ
く
り
の
為
に
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
町
長
）

町
で
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
の
力
で
活
力
あ
る
町
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
だ
れ

も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支

援
す
る
環
境
づ
く
り
を
進

ど
う
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注

意
喚
起
に
つ
い
て
は
、
検

討
す
る
。

め
て
い
る
。

໰
子
ど
も
た
ち
が
、
夢

に
向
か
っ
て
元
気
に

頑
張
る
為
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
が
重
要
で
は
な

い
か
。

౴
（
教
育
長
）

基
本
は
、
学
校
の
授

業
だ
と
考
え
る
。
ま
た
本

町
に
は
、
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

લాඒ࿨ࢠ議һ

εϙʔπでいい׼ながͦ͏
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙໰い߹Θͤઌ

ి࿩　
議会ࣄ຿ہ

７８－３２９１
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ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

　

春
が
来
た
。
草
花
の
息
吹
に
、

特
に
さ
く
ら
、
開
花
、
満
開
、
散

り
際
に
接
し
「
感
動
」
し
ま
す
。

そ
し
て
、
お
も
て
な
し
の
詰
ま

っ
た
入
学
式
、
卒
業
式
、
そ
こ

に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
感

動
」
し
ま
し
た
。
先
日
閉
幕
し

た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ

ュ
は
、
も
ち
ろ
ん
！
そ
こ
に
参

加
に
至
る
ま
で
の
選
手
の
ド
ラ

マ
に
多
く
の
「
感
動
」
を
も
ら

い
ま
し
た
。
さ
て
議
会
だ
よ
り

「
潮
さ
い
」
の
発
行
も
、
町
民
の

皆
様
に
解
か
り
や
す
く
少
し
で

も
「
感
動
」
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
広
報
委
員
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。�

（
中
川
）

　

２
月
発
行
の
議
会
だ
よ

り
「
潮
さ
い
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

６
ペ
ー
ジ

　
（
誤
）既
在
バ
ス
路
線

　
（
正
）既
存
バ
ス
路
線

��
ペ
ー
ジ

　
（
誤
）地
方
贈
与
税

　
（
正
）地
方
譲
与
税

N
o.133

2
0
1
8
೥
̑
݄
̍
�
೔
ൃ
ߦ

お
詫
び
と
訂
正

݄��೔ ̒

広
報
委
員

委
員
長
　
濱
村
　
芳
光

副
委
員
長
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
中
川
　
雅
明

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

議
　
長
　
徳
永
　
範
昭

ʣ۠ాߴさΜʢࢠ಺　ॱࢁ

৿ຊ　ོ੟さΜʢਗ਼۠ࣉݯʣ

傍聴席から一言

町民の声

ɹখֶੜの͜Ζ௕ऱொにҾͬӽして͖て、ͦ ΕҎདྷͣͬと௕ऱொ

にॅΜͰいます͕、ொٞձ͕いͭͲ͜Ͱ։͔ΕていΔの͔஌Γ

まͤΜͰしͨ。ࠓճ、๣ௌをͤ͞てい͖ͨͩٞһのํʑ͕ொ、ொ

ຽのͨΊにਅ݋にऔΓ૊まΕていΔの͕఻Θͬて͖ましͨ。ં࣌、

質ٙԠ౴のすΕҧい΍、௕Ίのܜٳ౳͋Γまし͕ͨ、໾৔のํと

ٞһのํ͕ޓいをཧղしΑ͏とし、੾᛭ୖຏすΔ͜とͰ、ΑΓॅ

Έྑいொͮ͘Γ͕੒͞ΕΔΑ͏、一ொຽとしてͬئています。

ɹࢲୡのۛࢻのձは、ʮ༗
㇆ㆄㆈㆄ㇊㇅ㆄ

႗ྲྀۛ
ㆍ㇓ㆩㆄ

ಓਸ਼
㆚ㆂ㇈ㆄㆉㆂ

ཅձʯとਃ

します。௕ऱொ಺には、ਗ਼ࢧࣉݯ部ɾӬԘࢧ部ɾ

ࢦձ௕ܙຊ༗ࢁ、部͕͋Γࢧ部の̏ͭのࢧాߴ

ಋのもと、ʮ࿨ʯをϞοτʔに֤஍۠のެຽؗͰ

ຖि࿅शにྭΜͰ͓Γます。

ɹۛࢻは、ྱ をଚͼ、ࢻ׽΍೔ຊࢻのྺ্࢙の

Ͱ͓ෲのఈ͔Β੠をٵݺ者の৺に৮Ε、ෲࣜ࡞

出す͜とにΑΓ、ਫ਼ਆमཆと݈૿߁ਐに͕ͬܨ

ています。

ɹڵຯの͋Δํはੋඇۙ͘のձ৔にܰؾに༡ͼ

に͓いͰͩ͘͞い。͓ ଴ͪしています。

ொຽͷͻΖ͹


